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５章　野菜類

アスパラガス　英名：Asparagus　分類：キジカクシ科クサスギカズラ属に属する多年生植物
　学名：Asparagus L.

・�原産地：ヨーロッパから地中海東岸・温帯西部アジア。
・温度適応性：冷涼な乾燥気候を好む。
・�発芽適温：最適温度は 25 ～ 30℃と高く、15℃以下では発芽まで日数を要する。また、35℃
以上では発芽障害が認められる。
・�生育適温：15 ～ 20℃。茎葉の生育限界温度は、最低 5℃・最高 38℃位。休眠中の地下茎は
耐寒性が強く、かなりの低温に耐えるが、萌芽した若茎は、0℃付近で凍霜害を受ける。若
茎が萌芽を始める温度は 5℃前後。
・光適応性：弱光線を好む。
・�土壌適応性：土壌適応性は広いが、根が広範囲に達することから、耕土が深く、火山灰土・
砂壌土が適し、極端な重粘土は適さない。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（Ph5.8 ～ 6.7）。
・花芽分化と抽苔：緑植物体春化型（グリーンプラントバーナリゼーション）
雌雄異株で、自然状態での雄雌の発生比率は 1：1 である。雄株からは雌しべが退化した雄
花が咲き、雌株からは雄しべが退化した雌花が咲く。開花時期は 5～ 7月頃である。

・作型別栽培方法
（１）�露地普通栽培：2 ～ 4 月播種、5～ 6 月定植、1年目は株養成して 2年目から収穫とな

る。1年目の冬、茎葉が黄化したら刈り取って焼却。2年目の早春、茎が出てきたら畝
全面に施肥し平均気温が10℃を超える頃からの収穫となる。4～ 6月が収穫時期であり、
春のみ収穫する場合、収穫期間は栽培 2年目で 15 ～ 20 日位、3～ 4年目で 30 ～ 40 日、
5～ 6 年目で 50 ～ 60 日位に抑えて、その後は次年の株養成のために茎葉を伸ばし、根
に養分を蓄積させる。

（２）�春・夏秋の 2季どり栽培：露地普通栽培の春芽どりを、一旦終了して立茎させ、茎葉
を立てた状態で株養成を同時に行いながら、7～ 10 月に 2回目の収穫する栽培。2季ど
りの場合は、春の収穫を早めに止め、追肥をして、中間地・暖地で 4～ 5本、冷涼地で
10 ～ 15 本、立茎をきちんと行い、秋は若茎が発生しなくなるまで収穫する。


